
令和　７年度　   園評価書
園名　丸子こども園

Ⅰ　経営の重点に関わること 評価段階（Ａ：よくできている　Ｂ：概ねできている、Ｃ：あまりできていない、Ｄ：できていない）

１　教育・保育目標 自己評価 関係者評価

Ⅱ　各領域に関わること

大項目 自己評価 関係者評価

・子ども理解と教材理解があってこそ、一人一人の子ど
ものわくわくにつながることを学んだので、引き続き園
内研修等で検討し合う

・保育者の役割については、今後も理解を深めたい内容
のため、教育・保育要領を活用したり、エピソードの語
り合いで実践例を学び、自身の保育に活かせるようにす
る

・情報共有の大切さを実感したため、担任以外の職員と
も積極的にコミュニケーションをとれるような場や時間
を設け、互いの保育の理解が深まるようにする

丸子大好き
心も体も元気な子

「もっとやって
みよう」とわく
わくする

公開保育やきりんの会の参観など、動画を使って行うなど参加
できる人数をさらに増やし、実践を通して共通理解を図る。ま
た、毎月の会議でケース検討を位置づけ、子どもの実態や成
長、家庭環境など語り合える場をつくる

引き続き、分掌の仕事に限らず、声を掛け合って連携し
ていくことを実践する

今年度の成果と課題を出し合い、来年度も取り組みやす
い重点目標や遊び改善構想を作成する６

研　修

５
組織運営

B
季節に合わせた身近な自然を取り入れた。また、子どもが何にわくわ
くしているのかを捉え、「もっと」楽しめるような工夫を日々行うこ
とができた。環境の再構成については、具体例を上げながら学んでい
くことで、保育の質の向上につながってきている

ヒヤリハットを報告する方法を再検討し、もっと提出率
があがるようにする

今後も一人一人の子どもの思いを大切にするという意識
を持ち、温かい気持ちで保育を行えるように職員間の連
携を強化し、子どもの育ちを支えていく

リーダー会議、遊び会議の有効活用方法を検討

意識の変化を大事な機会だと捉え、来年度の各訓練の計
画に反映させていく

学年によって経験の差が出ないように、来年度の計画を
今いる職員で見合い、クッキングではどんなことをする
のか、具体的に話し合っておく

一年を通して「丸子の自然」を学び合えるように、来年
度は早々に「春の丸子の自然」を園内研修で行う

２　重点目標

園内研修の議題として位置づけ、他学年の物を見合い、
意見交換をする

長田５カ園の職員同士の交流は、職員自身が主体性を
もって取り組めるようにする。近隣小学校との交流につ
いては、年度当初に計画をし、小学校へ早めに相談でき
るようにする

改善策（来年度の具体的な取組目標等）

改善策（来年度の具体的な取組目標等）
公開保育時以外にも教育課程や各クラスの月案、週案を見合う
ことを行い、発達のつながりを意識できるようにする。また、
フリーの職員は、10分の振り返りに積極的に参加できるよう
にしたり、フリー職員だけの話し合いの場を設ける

(1)研修体制の充実

(1)組織体制の充実

(1)教育・保育環境
の充実

日々の保育の中で危険だと思ったこと
はすぐに報告し合ったり、ヒヤリハッ
トの検証をしながら安全な園庭、室内
環境をつくっている

１０
地域との連携

(1)信頼される園づ
くりの推進

(1)近隣の園との連
携の推進

８
家庭との連携・
協力

(1)家庭教育への支
援機能の充実

９
近隣の学校との
連携

(1)健康教育の充実

A

A

７
教育・保育環境
整備

１
こども園におけ
る教育及び保育

３
保健管理・指導

４
特別支援教育・
保育

(1)支援体制づくり
の推進

２
安全管理・指導

(1)事故防止・防災

(1)0歳から小学校就
学前までの一貫した
教育及び保育

中項目

(3)環境を通して行
う教育及び保育

(2)一日の生活の連
続性及びリズムの多
様性への配慮

評価指標 園説明

園番号　28

B

A

B

「もっとやってみよう」と子どもがわ
くわくした時にすぐに実現できるよう
にタイミングよく玩具や素材、道具等
が用意されている

一人一人の育ちや家庭環境に配慮し、要求や思いを職員間で連携しな
がら受け止め、寄り添い、応答的な保育を心がけてきた。思いを受け
止めるだけでなく、今後はその後どうしたらいいか等、年齢に応じて
子どもと一緒に考えていく必要性がある

園関係者評価委員から

園関係者評価委員から

保育者の役割について、エピソード記述を見合ったり、話し合いの中で繰り
返し検討していくことで、一人一人が意識して保育するようになった。年齢
や状況に合わせて、子どもと一緒に考えたり、喜んだりすることで、子ども
の表情が変わった。主張できない子や我慢してしまう子への対応は今後も意
識して取り組む必要がある

B

B

B

A

A

B

B

A

A

子どもがどんなことに気づき、何を楽
しんでいるのかを振り返り、次の保育
に活かしている

職員同士での10分の振り返りや、少しの合間を活用して子どもの話をするこ
とが定着した。子どもの様子だけでなく、職員同士の意思の疎通や今後の展
開などを見据えての話ができるようになってきている。ちょっとしたことで
もやってみることが大事だと再確認し実践したことで、子どもの更なるわく
わくにつながった

子どもの育ち、発達、家庭環境を捉え
ながら学年目標に向けて保育を行って
いる

各自が責任をもって分掌に取り組み全
職員へ発信し、共有のもとに実施され
ている

一人一人の職員が分掌に対して責任感をもって取り組んでいる。前期
は話し合いの時間の捻出ができないという声もあったが、意識して声
を掛け合うことで、それぞれができることを見つけ、実践した

各クラスの10分間の振り返りや職員会議等で個々の姿や家庭環境を
把握し共有することに努めた。学年目標は、それぞれのクラスの子ど
もの実態に合わせたものになっているため、一年間を通して無理なく
保育をすすめることができた

園生活の中で、子ども一人一人が安
心・安定した気持ちで過ごせるよう、
思いを受け止め、丁寧に関わっている

子ども達が様々なことを体験できるよ
う、職員が地域の良さや特性を知り、
地域の資源をさらに積極的に保育に取
り入れている

年長組を中心に丸子川での環境教育や、虫捕り、鬼の家訪問など地域を活用
した保育を展開している。園内研修で「丸子の自然」について実践を含め話
し合ったことで、保育の中で活かすことができた。それにより、子ども達も
丸子をより身近に感じるようになっている。

訓練での反省が次月の取り組みに活か
され、状況に応じた行動や連携がとれ
るようになる

各クラスの反省をもとに、全体の課題を職員で周知し次月の訓練に活かすよ
うにした。減災の研修を受けたことで、職員の災害に対しての意識が高ま
り、「命を守るためには」と一つ一つの行動に対して考えるようになり、子
ども達への声掛けや訓練の方法も変化が見られている

栽培や調理などの食育活動にさらに力
を入れ、子どもや保護者の食への意識
が高まっている

栽培した野菜を調理する機会を多く設けたり、身近に置くことで、子
ども達自身が栽培物の成長に興味・関心をもち、日々の成長を楽しむ
ようになった。食への意識は高まってきていると思うが、実際の食事
につながっていない子もまだ多い

公開保育やきりんの会など、全職員で
見合える体制を作り、一人一人の実態
や支援方法を理解し支援している

クラスの話し合いや担当者会議の内容を情報共有することで、それぞ
れが子どもの実態や支援方法を把握するように努め、理解を深めて支
援を行ってきた。担当者の公開保育を行うことで、きりんの会の意味
や子どもの成長を確認し合うことができた

子ども一人一人の実態を捉え、重点目
標に近づくよう日々の手立てを行い、
全職員で学びを共有し、日々の保育に
活かしている

重点目標や遊び改善構想のテーマがわかりやすく、一人一人の職員が
自分事として保育の中に取り入れやすかった。また、公開保育だけで
なく、エピソード記述を見合うことで、日々の手立てを意識し、実践
につながるようになっている。

各学年の遊びの様子や経過、学びの姿
をドキュメンテーションや連絡帳機能
を使ってわかりやすく保護者に発信し
ている

遊びの経過や学びの姿を意識して配信しているが、伝わっていないこ
ともあり、写真の撮り方、文章での説明など保護者への発信の方法は
検討する必要がある。行事への取り組み方を丁寧に伝えたことで、保
護者の理解が深まっているという現状もある

長田５カ園交流や公開保育、公開授
業、研修を通して、近隣園や小学校と
の連携を深めている

職員同士の交流で刺激を受け合い、自身の保育に活かすことができて
いる。また、公開保育時に小学校教諭を講師として招いたことで、現
在の保育が小学校での学習にどうつながっているのか、具体的に学ぶ
ことができ、大切にしたいポイントを共有できた

子どもが「もっとやってみよう」とわ
くわくするような環境構成を考えて保
育している

評価指標 園説明
子どもと同じ目線で遊ぶことで、子どもの声やしぐさ、表情から一人一人の
「わくわく」を見取り、環境構成することができた。保育者自身がわくわく
して保育することが、子どもの「もっと」という意欲や、保育の面白さにつ
ながることを再認識した。限られた時間の中で、環境を整えることの難しさ
もあり、すぐに実践できないこともあった

前期の反省を活かし、園全体で共有すること、すぐに改善することを
実践した。全職員がヒヤリと感じた時に書く、報告することがまだ十
分ではない

子ども一人一人の「もっと」という気
づきや発見を見取り、一緒にわくわく
したり、見守ったりしている

A

A

B

A

B

・節分の映像を見させて頂き、行事を物語にして、子ども
がアイデアを出し合い、行動する姿に驚き、感心した
・０歳児の水遊びの映像では、その子にあった楽しみ方を
先生方が工夫されている様子に、丁寧な保育を感じた
・子ども一人一人の「やってみよう」「もっと」という気
持ちを大切にし、日々の保育に丁寧に生かしている園の姿
勢がよく伝わってきた
・重点目標で、子ども達の「わくわく」に目を向け、そこ
を大切にしているところがとても良いと思った。また、保
育者自身が子どもと一緒にわくわくすることを目指してい
ることも素敵だなと感じた。「わくわく」には新しいもの
への「わくわく（広がり）」や、追求・発展の「わくわく
（深まり）」など、様々な「わくわく」があると思うが、
遊びを通しての深まりの部分をぜひ大切にしてほしい

A

A

B

B

A

B

・各領域において、子ども達の姿を起点に保
育を振り返り、次の実践につなげようとする
姿勢が一貫して見られた。今後も職員間の共
有と改善を重ねながら、園の強みがさらに発
展していくことを期待する

・職員が研修を受けたことで、減災に対する
意識が高まった点は、素晴らしいと思った。
その一方で園の様子を参観すると、多くの園
児が思い思いに活動している姿を拝見し、園
児の怪我や事故を防止するのはなかなか難し
いなと感じた。防災対策の強化とともに、誤
飲・誤食や怪我への対応など日常の安全対策
についても十分な研修を積み重ね、安心・安
全な園であり続けてほしいと感じた

・クラスで虫を飼ったり、園庭で実ったミカ
ンでジャムを作ったりと、忙しい家庭ではや
らないようなことを、こども園で体験できた
子ども達は幸せだと感じた

・副園長先生の話を聞く中で、個々の保育者
の思いをしっかりと受け止めていることが分
かり、素晴らしいと感じた。個々の働き方に
は、様々な制約があるとは思うが、今後も保
育者一人一人の思いを受け止めながら、「や
りがい」を実感できる組織であり続けてほし
いと願う

・園長先生やベテランの先生から若い保育者
さんを育てていこう、パートさんも子どもと
関わる大切な存在という気持ちが伝わり、温
かな雰囲気を感じた

・ヒヤリハットしたのは、どんな時なのか気
になった

・読み聞かせで使った絵本をタブレットで記
録、正確に伝わる方法なので情報をうまく生
かしてほしい

・絵本を通して、子ども達と楽しめるひと時
を作っていただき、ありがとうございます

・最近は、連絡帳ではなく、配信アプリに
よって、園での様子を伝えるように変わった
と聞き、非常に驚いた。園での様子を伝える
良い方法だと思うが、配信資料の作成作業が
保育者の負担にならないよう十分配慮してい
ただきたいと思う。また、３歳以上の園児の
家庭には、園児一人一人の様子ではなく、ク
ラス全体の様子を伝えるようになったと聞き
ました。連絡帳への個別記載がなくなって
も、園児一人一人に目を向けていく姿勢を今
後も大切にしていただきたいと願う

A

A

B

B


